
2017年　4月　現在

【凡例】　「協準」（＝全ての協力準備調査）、「詳細設計」（＝詳細設計）、「技プロ」（＝技術協力プロジェクト）、「開発計画」（＝開発計画調査型技術協力）、「個別専門家」、「個別機材」、「国別研修」、「課題別研修他」（＝課題別研修及び青年研修）、「ＪＯＣＶ」（＝青年海外協力
隊）、「ＳＶ」（＝シニア海外ボランティア）、「第三国専門家」、「第三国研修」、「現地国内研修」、「科学技術」（＝科学技術協力（技プロ型及び個別専門家型））、「草の根技協」（＝草の根技術協力）、「○○省技協」（＝外務省・ＪＩＣＡ以外の省庁及び独立行政法人等が実施している技術
協力）、「民間提案型技協」（＝開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業）、「無償」（＝以下に特記するサブ・スキームを除く全ての無償資金協力）、「水産無償」（＝水産無償資金協力）、「食糧援助」（＝食糧援助）、「一般文化」（＝一般文化無償資金協力）、「草の根文
化」（＝草の根文化無償資金協力）、「緊急無償」（＝緊急無償資金協力）、「日本ＮＧＯ」（＝日本ＮＧＯ連携無償資金協力）、「草の根無償」（＝草の根・人間の安全保障無償資金協力）、「有償」（＝円借款、海外投融資）、「マルチ」（＝国際機関等を通じた多国間協力スキーム）、「中小企業
支援」（＝中小企業海外展開支援事業「基礎調査」、「案件化調査」及び「普及・実証事業」、並びに中小企業連携促進基礎調査）、実線「―――」（＝実施期間）、破線「- - - -」（＝実施予定期間）「F/U」（＝フォローアップ協力）

ＢＨＮ分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力 草の根無償

その他

障害者のエンパワメントと障害主流化促進プロジェクト 技プロ

障害者支援農業開発・市場開拓・保健・観光・エネルギー・水・ガバナンス分野の課題別
研修他

課題別研修他

　

南部アフリカ地域開発金融機関のためのプロジェクトバリューチェーンの強化 課題別研修他

アフリカの若者のための産業人材イニシアティブ（ABEイニシアティブ） 国別研修

ボツワナ案件
広域で兼轄

HIVエイズ対策のモニタリング評価システムと実施の強化 個別専門家

南部アフリカ地域持続可能な森林資源管理・保全プロジェクト 技プロ

南アフリカ案件
広域で兼轄

教育分野の課題別研修他 課題別研修他

　

教育環境改善支援分野のボランティア SV

中等理科教育における授業実践能力向上 国別研修

17.23

中等教育へのアクセス改善と質の向
上を目的とし、国の発展に寄与する
理数科教育に焦点を当て、教育環境
の改善、公平なサービスの提供、教
員の能力向上に集中して取り組む。

包摂的な教育の推進のための中等学校建設計画 無償資金協力

中等理科現職教員研修アドバイザー 個別専門家

教育環境改善支援分野のボランティア JOCV

基礎教育改善支援分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力 草の根無償

国別援助方針　別紙

対スワジランド王国　事業展開計画

基本方針
（大目標）

貧困削減に向けた開発への支援

重点分野
（中目標）

人材育成と社会的弱者の基礎生活の向上

2016
年度
以前

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

開発課題
（小目標）

人材育成と基礎生
活の向上

【現状と課題】

2006年に策定された国家開発計画「貧困削減戦略及び行動計画（PRSAP）」では、主な開発優先課題として貧困

層の生活改善、収入の増加、不公平の是正を掲げ、貧困削減に向けて努力している。教育分野においては、2010年
度より開始された初等教育無償化に伴い中等教育進学者が増加しており、中等教育へのアクセスの改善及び質の向
上が喫緊の課題である。

【開発課題への対応方針】
教育分野では、中等教育へのアクセス及び質の改善に焦点を当て、国の経済発展に直接的に
寄与する理数科教育に集中して取り組む。その他分野においては、社会的弱者の生活に強い
影響をおよぼしやすい、基礎衛生分野、農業、気候変動対策等について取り組み、社会サー
ビスの格差是正を支援する。

協力プログラム名 協力プログラム概要 案件名 スキーム
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基礎教育改善支援
プログラム


